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編 集 後 記

野 も山も緑一色,す がすが しい五月晴れ のあざやか さは何処 も同じであ るが,古 都 のさわやか

さも葵祭を中心 として,ま た格別である.東 山か ら比叡 山にかけ新緑の美 しさについ 没入 して行

くよ うな幻想 さえ も覚え るこの頃である.

さて,今 月号の随想をお願 い したのは昭和初期の 名著泌尿器科学提要の 著者 中川小 四郎 先生

で,そ の格調 高い 日本泌尿器科の黎 明の歴史を まず御覧願いたい.原 著の方では定延 氏の精嚢腺

に関す るホルモン研究,吉 田氏の3編 にわた る尿路感染症につい ての研究を始め,筆 者の 目には

どれ もこれ も優秀論文 と 思われ る.5月 の美 しさの 裡にみ る木 々の 新鮮 さのよ うなこれ ら論文

中,万 緑叢中紅一点があ るやな しや は読者の皆 さんの判定に侯ちたい.(昭 和42年5月)
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